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後 期 基 本 計 画  

 

 

１ 序論     序 論 

 

 

この後期基本計画は、４つの基本目標の達成を図るため、基本構想の期間である２０３０（令和１２）

年度を取組期限として、政策の基本的な方向を掲げ、その政策ごとに施策の基本的な方向を定めた

ものです。基本計画全体の数値目標として、重点評価指標を定めます。 

参考として、政策ごとに、個々の施策が望ましい方向に向かっているのかを判断する指標ＫＰＩ（※）

を設定し、主要な取組のより効果的な選択と集中を図ります。 

主要な取組に応じた事業を実施し、数値目標を掲げながら事業の評価及び改善を推進する実施

計画を、別途策定します。 

※Key Performance Indicator の略。重要業績指標と訳される。 

 

 

１－１ 基本計画の検討手法 

本市のあるべき姿については、市民満足度調査、幸福度調査を行うことで、市民満足度向上

に努めるとともに、学生ワークショップを行い、若い世代の意見収集に努めることで、多くの人

に選ばれるまちになることを目指して検討しました。 

実現のために必要な共通する取組は、持続可能なまちを、協働・パートナーシップでつくることで

あり、新しい時代の変化を取り入れることです。 
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あるべ き姿  

現 状 

実現に必要な取組「共に」 

〇持続可能なまちづくり 

〇協働・パートナーシップの強化 

２０３０年高砂市の将来像 

暮らしイキイキ 未来ワクワク 

笑顔と思いやり育むまち 高砂 

～ＳＤＧｓで共に夢を描こう～ 

誰一人取り残さない 

市民の命、財産を守る 

魅力的なまちをつくる 

持続可能なまちをつくる 

基本理念 

基本目標 

基本計画 

ひと まち 
くらし 

・ 
しごと 

行政 

新しい時代の変化 

〇先進技術・ＩＣＴの活用 
















